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挨表
千
家
同
門
会
福
井
県
支
部

支
贄

広

部

正

紘

１０

月

３０
日

・
３‐

日

同
門
会
全
国
大
会
―
福
井
大
会
―
の
準
備
着
々
と

今
年
は
早
々
か
ら
知
事
選
挙
や
衆
院
解
散

・
総
選
挙
な
ど
予
期
せ
ぬ
で
き
ご
と
が
続
き
ま
し
た
が
、

同
門
会
福
井
県
支
部
の
皆
様
方
に
は
、
お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
こ
の
秋
、
十
月
二
十
日

・
三
十

一
日
の
両
日
、
同
門
会
全
国
大
会
が
本
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
全
国
各
地
か
ら
六
百
人
を
超
え
る
同
門
の
皆
様
に
ご
来
県
い
た
だ
き
、
福
井
の
茶
、
そ
し

て
錦
秋
の
越
前
路
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
役
員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
本

部
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
茶
席
場
所
の
確
保
等
準
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
五
月

頃
に
は
そ
の
概
要
を
お
示
し
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

「茶
禅

一
味
」
の
言
葉
の
と
お
り
、
本
県
の
茶
の
湯
は
、
大
本
山
永
平
寺
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
、
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
ま
ず
は
永
平
寺
に
お
い
て
、
家
元
ご
奉
仕
に

よ
る
献
茶
式
を
開
催
し
ま
す
。
折
し
も
同
寺
で
は
、
今
年
か
ら
五
年
が
か
り
で

「
二
祖
懐
共
禅
師
七
百

五
十
回
大
遠
忌
」
関
連
の
諸
行
事
が
執
り
行
わ
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
支
援
、
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
に
、
悠
久
の
禅
の
聖
地
永
平
寺
で
茶
に
親
し
み
、
禅
の
心
に
触
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
県
茶
の
湯
の
も
う
一
方
の
核
は
、
福
井
藩
主

・
越
前
松
平
家
の
茶
で
す
。
同
家
の
別
邸
、
国
指
定

名
勝

・
養
浩
館
庭
園
で
の
見
事
な
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
の
一
服
の
茶
。
大
名
気
分
に
浸
り
な
が
ら
至
福

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
年
間
百
三
十
万
人
も
の
入
館
者
が
訪
れ
る
県
立
恐
竜
博
物
館
新
館
に
、
恐
竜
王
国
福
井
な
ら

で
は
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
茶
席
を
設
け
、
入
館
者
の
皆
さ
ん
と
も
ど
も
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
や
昨
年
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

〃紙
の
宝
〃
越

前
鳥
の
子
紙
等
々
、
本
県
が
全
国
に
誇
る
優
れ
た
諸
素
材
を
生
か
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
十

分
ご
満
足
い
た
だ
け
る
大
会
の
実
現
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

拶
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と韓 要麹

令
和
七
年
六
月
十
五
日
（日
）
、
佐
佳
枝
廼
社
に
於
い

て
第
十
回
福
井
献
茶
式
が
開
催
さ
れ
、
お
家
元
猶
有
斎

宗
匠
、
松
本
英
樹
宗
匠
、
池
嶋
謙

一
先
生
、
吉
倉
裕
陽

先
生
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

十

一
時
半
か
ら
の
献
茶
式
は
、
お
家
元
猶
有
斎
宗
匠

の
ご
奉
仕
に
よ
り
厳
か
な
雰
囲
気
の
本
殿
に
お
い
て
、

来
賓
、
会
員
等
約
二
百
名
が
見
守
る
中
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
炭
点
前
の
後
、
濃
茶
、
薄
茶
を
点
て
ら
れ
、
福

井
藩
祖

・
松
平
秀
康
公
、
徳
川
家
康
公
お
よ
び
松
平
春

嶽
公
の
祭
神
に
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

献
茶
式
の
後
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
拝
殿
前
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
で
茶
究
供
養
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

協
賛
茶
会
と
し
て
佐
佳
枝
廼
社
神
楽
殿
で
は
拝
服
席
、

参
集
殿
で
は
濃
茶
席
、
ザ

・
グ
ラ
ン
ユ
ア
ー
ズ
フ
ク
イ

葵
の
間
で
は
薄
茶
席
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
点
心
席
も

合
め
、
季
節
に
合

っ
た
お
取
合
せ
の
中
、
参
拝
の
約
二

百
三
十
名
の
皆
様
は
ゆ
っ
く
り
と

一
服
の
お
茶
を
楽
し

ま
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

第
十
口
表
千
家
福
井
献
茶
式

拝
服
席
を
担
当
し
て

歯
ド
″
げ
帯
日
曲
噂
「

笈

田

昌
美

拝
服
席
は
佐
佳
枝
廼
社
の
神
楽
殿
に
設
け
ら
れ
、
置

き
床
に
は
猶
有
斎
筆
大
扇
子

「去
華
就
実
」
の
掛
物
と
、

浅
黄
交
趾
の
古
銅
う

つ
し
の
花
入
れ
に
初
夏
の
花
を
入

れ
て
、
青
年
部
と
幹
事
で
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

拝
服
席
は
献
茶
式
の
後
に
行
わ
れ
る
お
茶
席
で
あ
り
、

お
点
前
も
ご
ぎ
い
ま
せ
ん
が
、
お
家
元
宗
匠
御

一
行
を

は
じ
め
多
く
の
お
客
さ
ま
が
次
々
に
お
席
に
入
ら
れ
ま

す
の
で
、
水
屋
で
は
お
手
伝
い
の
方
と
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
、　
一
服
の
お
茶
を
心
を
込
め
て
お
出
し
致
し
ま

し

た

。
そ
し
て
、
「美
味
し
い
お
茶
で
し
た
よ
」
と

何
人
か
の
方
か
ら
お
声
か
け
い
た
だ
き
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
長
い
献
茶
式
の
歴
史
の

一
部
に
加
わ

れ
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
献
茶
式
の
伝
統
を
積
み
重
ね
て
い
け

ま
す
よ
う
今
回
の
貴
重
な
経
験
を
次
の
世
代

へ

伝
え
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

上だ
。青
年
部
の
方
と
、
お
水
屋
の
お
手
伝
い
の
方

の
ご
協
力
で
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

猷
本
式

会
場

第
十
回
表
千
家
福
井
献
茶
式
　
拝
服
席

（令
和
七
年
六
月
十
五
日
）

於
　
佐
佳
枝
廼
社
　
神
楽
殿

記
猶
有
斎
筆
大
扇
子
　
去
華
就
実

古
銅
う
つ
し
　
浅
黄
交
趾
耳
付
　
　
　
　
香
斎
作

源
平
草
、
紫
陽
花
（墨
田
の
花
火
）
、
シ
マ
ス
ス
キ

佐
佳
枝
廼
社
常
什
器
三
宝

三
ツ
葉
葵
御
紋
菓

猶
有
斎
好
　
清
友
の
白
　
　
　
　
　
　
柳
桜
園
詰

花 掛

入 物 会
花
菓
子
器
菓
子
薄
茶
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濃
茶
席
を
担
当
し
て

波
多
野

由
紀
子

六
月
十
五
日
、
お
家
元
猶
有
斎
宗
匠
を
お
迎
え
し
て

第
十
回
福
井
献
茶
式

・
協
賛
茶
会
が
佐
住
枝
廼
社
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
集
殿
に
濃
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
来

賓
の
方
々
を
始
め
多
く
の
参
会
者
の
入
席
を
頂
き
ま
し

た
。
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
順
調
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
、
心
を
込
め
た

一
服
を
差
し
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
私

共
に
と

っ
て
感
慨
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

お
家
元
宗
匠
ご

一
行
を
お
迎
え
し
た
折
も
と
て
も
和

や
か
で
、
担
当
者

一
同
の
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又

お
正
客
様
よ
り

「雨
の
日
の
茶
会
も
い
い
で
す
ね
」
と

の
お
言
葉
も
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
濃
茶
席
担
当

の
機
会
を
頂
き
前
日
よ
り
お
力
添
え
下
さ

っ
た
多
く
の

方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
は
福
井
で
の
全
国
大
会
と
な
り
ま
す
。
お
家
元

か
ら

「思
い
出
に
残
る
大
会
に
」
と
の
お
言
葉
を
頂
い

た
こ
と
を
お
伝
え
致
し
ま
し
て
、
御
礼
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

|■
|■
―四

【

第
十
回
福
井
献
茶
式
協
賛
茶
会
　
濃
茶
席

（令
和
七
年
六
月
十
五
日
）

僚
　
佐
佳
枝
廼
社
　
参
集
殿

会
　
記
寄
付

掛
　
物
　
　
即
中
斎
筆
扇
面
　
相
伴
千
年
寿

香
　
合
　
　
唐
物
写
　
桃
　
怪
斎
在
判
同
箱
書
付
　
　
　
一
閑
作

而
妙
斎
好
吉
祥
不
喩
矩
紹
巴
フ
ク
サ
敷
キ
テ
友
湖
作

本
席

掛
　
物
　
　
即
中
斎
筆
　
清
流
無
間
断
　
同
箱
書
付

花
　
入
　
　
竹
置

一
重
　
銘
　
不
老
　
怪
斎
在
判
同
箱
書
付

松
ノ
木
ス
リ
漆
丸
香
台
シ
キ
テ

花
　
　
　
ヤ
ブ
レ
ガ
サ
　
ダ
ル
マ
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
　
シ
マ
ア
シ

別
床
二
　
而
妙
斎
筆
短
冊
軸
装
　
心
静
芳
茶
味
　
同
箱
書
付

脇
　
二
　
利
休
形
色
紙
硯
箱
　
石
小
道
具
添

十
二
代

一
閑
作

釜
　
　
　
　
怪
斎
好
富
士
形
　
即
中
斎
箱
書
付
　
　
　
浄
中
作

風
炉
　
　
怪
斎
好
唐
銅
雲
透
琉
球
形
　
怪
斎
箱
書
付

浄
長
作

怪
斎
好
桐
玉
透
シ
風
炉
先
屏
風
　
即
中
斎
在
判
同
箱
書
付

棚
　
　
　
　
秋
田
製
糸
巻
棚
十
ノ
内
　
怪
斎
在
判
同
箱
書
付

水
　
指
　
　
信
楽
面
取
　
銘
　
山石
根

而
妙
斎
在
判
同
箱
書
付
　
　
直
方
作

茶
　
入
　
　
瀬
戸
春
慶
　
銘
　
雅
友
　
而
妙
斎
箱
書
付

仕
服
　
　
士
口
野
漢
東

茶
　
器
　
　
柳
ニ
ツ
バ
メ
蒔
絵
大
棗

而
妙
斎
在
判
同
箱
書
付
　
　
雅
峰
作

茶
　
碗
　
　
左
入
作
黒
　
銘
　
千
歳
　
怪
入
極
　
即
中
斎
箱
書
付

替
　
　
　
了
入
作
黒

茶
　
杓
　
　
即
中
斎
作
　
歌
銘
　
ほ
と
と
ぎ
す
　
共
筒
同
箱
書
付

建
水
　
　
唐
金
エ
フ
ゴ
　
而
妙
斎
箱
書
付
　
　
　
　
浄
益
作

蓋
置
　
　
萩
ヤ
キ
櫛
目
十
ノ
内
　
怪
斎
箱
書
付十
二
代
新
兵
衛
作

菓
子
器
　
　
赤
絵
糸
巻
食
篭
　
怪
斎
箱
書
付
　
　
　
　

永ヽ
楽
造

菓
子
　
　
く
ず
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
の
製

御
　
茶
　
　
猶
有
斎
好
橋
立
の
昔
　
　
　
　
　
　
上
林
春
松
詰
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薄
茶
席
を
担
当
し
て

奥
村

栄

一

薄
茶
席
は
ザ

・
グ
ラ
ン
ユ
ア
ー
ズ
フ
ク
イ
葵
の
間
に

立
礼
席
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
お
席
は
支
部
参
与
の
先
生
方
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
道
具
を
用
意
し
ま
し
た
。

当
日
、
和
や
か
な
会
が
進
む
中
、
最
終
の
八
席
日
は

お
家
元
猶
有
斎
宗
匠
、
松
本
英
樹
宗
匠
ご

一
行
を
お
迎

え
し
て
の
お
席
で
し
た
。

待
合
掛
物
に
兼
中
斎
筆
の
あ
じ
さ
い
画
で
お
迎
え
し

ま

し

た

。

本
席
掛
物
は
即
中
斎
宗
匠
の

「坐
看
雲
起
時
」
を
掛

け
、
翌
年
の
全
国
大
会
の
気
運
を
上
げ
ま
し
た
。

季
節
感
と
和
や
か
さ
を
出
す
為
、
花
入
は
千
鳥
篭
、

香
合
は
亀
、
水
指
は
荒
磯
を
使
い
、
お
家
元
好
み
薄
茶

三
日
月
の
白
を
、
而
妙
斎
作
茶
杓

「千
年
翠
」
を
使
い
、

赤
楽
茶
碗

「福
の
神
」
に
点
て
、
お
家
元
に
出
せ
た
こ

と
は
光
栄
な
こ
と
で
し
た
。

お
席
の
表
方
も
水
屋
の
裏
方
も
美
味
し
い
お
茶
を
差

し
上
げ
る
た
め
心
を

一
つ
に
し
ま
し
た
。

来
る
全
国
大
会
を
楽
し
み
に
し
、
無
事
盛
会
内
に
終

え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

命

（

→

一
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
．

―

十
母

【

‐

や
鋒

離

第
十
回
福
井
献
茶
式
協
賛
茶
会
　
薄
茶
席

（令
和
七
年
六
月
十
五
日
）

於
　
ザ

・
グ
ラ
ン
ユ
ア
ー
ズ
フ
ク
イ
　
葵
の
間

会
　
記
待
合

掛
　
物
　
　
兼
中
斎
筆
色
紙
　
あ
じ
さ
い
画
賛

阿
じ
さ
い
の
申
し
合
せ
て
咲
き
二
け
里

本
席

掛
　
物
　
　
即
中
斎
筆
横
物
　
坐
看
雲
起
時
　
表
具
好

共
箱
　
吉
兵
衛
表
具
　
軸
先

一
閑

花
　
入
　
　
千
鳥
篭
　
　
而
妙
斎
箱
書
付
　
　
　
　
　
一本
俸
作

花
　
　
　
松
明
草
　
額
紫
陽
花
　
草
連
玉
　
矢
筈
薄

香
　
合
　
　
木
彫
亀
　
　
不
識
斎
在
判
同
箱
書
付
　
　
利
斎
作

三
雲
屋
緞
子
シ
キ
テ
　
　
　
友
湖
作

釜
　
　
　
　
松
竹
梅
地
紋
鶴
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
元
作

而
妙
斎
好
布
目
立
礼
卓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
専
堂
製

水
　
指
　
　
黄
薬
荒
磯
　
怪
斎
在
判
同
箱
書
付
　
　
　
妙
全
造

茶
　
器
　
　
一局
台
寺
蒔
画
大
棗
即
中
斎
在
判
同
箱
書
付
　
　
近
左
作

覚
入
作
赤
　
銘
　
福
の
神
　
即
中
斎
箱
書
付

萩
　
銘
　
圭高
山
　
即
中
斎
箱
書
付
　
　
新
兵
衛
作

乾
山
写
　
菖
蒲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
全
造

青
磁
釉
流
し
金
彩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
斎
作

而
妙
斎
作
　
銘
　
千
年
翠
　
共
筒
同
箱
書
付

南
鎗
　
宝
袋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
兵
衛
作

怪
入
作
　
青
ツ
ク
ネ

南
鎗
　
折
溜
四
方
盆
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

氷
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
嶋
製

猶
有
斎
好
　
一二
日
月
の
白
　
　
　
　
上
林
春
松
詰

而
妙
斎
好
手
付
糸
巻
透
　
在
判
同
箱
書
付

近
左
作

而
妙
斎
好
染
付
縞
文
　
　
　
　
　
　
　
　
香
斎
作

唐
物
写
　
独
楽
塗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
左
作

而
妙
斎
好
ト
ジ
ロ
　
小
　
　
　
　
　
清
右
衛
門
作

茶
　
碗
替替替

茶

杓
建
水
蓋
置

菓
子
器
菓
子

薄
　
茶
真
盆
火
入
吏
入
煙
管

駐顎せ

..■:こと謀馬亀



(5)第 59号 同 門 福 井 令和8年 4月 1日

史
部
総
会

令
和
七
年
度
支
部
総
会
は
、
九
月
七
日
（日
）
に
福
井

県
国
際
交
流
会
館
に
て
、
同
門
会
本
部
よ
り
小
笹

晃
宗

匠
と
池
嶋
謙

一
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
ま
ず
広
部
正
紘
支
部
長
よ
り
、
昨
年
度

の
事
業
実
施
に
対
す
る
会
員
の
皆
様
の
協
力
の
お
礼
と

令
和
八
年
十
月
二
十
日

・
三
十

一
日
に
福
井
で
開
催
予

定
の
第
八
十
七
回
表
千
家
同
門
会
全
国
大
会
が
成
功
で

き
る
よ
う
会
員
皆
様
の
結
束
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
旨

の
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
本
部
の
小
笹
宗
匠
の
ご
挨
拶
の
後
、

猶
有
斎
宗
匠
襲
名
内
祝
と
し
て
各
支
部
宛
て
に
猶
有
斎

宗
匠
直
筆
の
掛
物
の
贈
呈
が
あ
り
、
福
井
県
支
部
に
は

「清
風
払
明
月
」
と
書
か
れ
た
掛
物
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
早
速
、
仮
設
の
床
の
間
に
か
け
、
会
員
の
皆
様
に

お
披
露
目
し
ま
し
た
。

次
に
、
支
部
功
労
者
表
彰
お
よ
び
甚
寿
表
彰
の
伝
達

と
紹
介
が
あ
り
、
会
場
か
ら
お
祝
い
の
拍
手
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
、
前
年
度
の
事
業
報
告
及
び

会
計
報
告
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。総
会
後
は
、
小
笹
宗
匠
か
ら

「怪
斎
の
話
」
と
題
し

て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
怪
斎
が
、
明
治

・
大
正

。
昭

和
の
三
つ
の
時
代
に
わ
た
っ
て
、
家
元
と
し
て
活
動
さ

れ
、
日
本
社
会
の
大
き
な
変
化

，
千
家
茶
道
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
の
中
で
ど
の
よ
う
に
茶
の
湯
を
展
開
し

て
き
た
の
か
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
実
技
の

一
般
講
習
会

（「花
所
望
」
「長
緒
」
「薄
茶
し

が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
三
階
和
室
で
は
呈
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
参

加
者
は

一
服
の
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■
令
和
七
年
度

支
部
功
労
者
表
彰

・
毎
寿
表
彰

緒井暴

ｏ
支
部
功
労
者
表
彰

波
多
野
由
紀
子

松
永

清
子

〓
一ん名

（敬
称
略
）

坂
井

益
子

０
甚
寿
表
彰
　
十
四
名

（敬
称
し

板
倉

恵
子

原

洋
子
　
安
田
邦
子

島
田
道
子
　
脇
本

澄
子
　
藪
内

光
子

山
崎

俊
子
　
岡
田

え
つ
子
　
村
上

美
雪

岡
本

る
り
子
　
小
林

幸
子
　
十
郎

美
佐
子

桐
林

祐
子
　
猪
子
泰
子

,
杢口,|と

一

T 亀   ″~

表千素同円会橋井屎女部総会・―般講習会表千家同閂会福井屎支部篤会・―般講習会



令和8年4月 1日 同 門 福 井 第  59 号  (6)

一
般
講
習
会令和

七
年
九
月
七
日
（日
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館

，
解

卜
，
“

市

Ｗ

＝
コ

」
“

【＝
イ

『

卜

４
に

‐
注
消

Ｈ

Ｐ

Ｉ………
肘

耐

“

‐‥……

堤

慎

■
揮
鍋

Ｈ

Ｆ

山

Ｈ

々
，

Ｗ

日

濃
茶
長
緒
点
前
を
さ
せ
て
頂
い
て

清
水

元
子

私
は
今
回
老
松
の
割
り
蓋
の
茶
器
を
使
い
濃
茶
長
緒

点
前
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
長
緒
点
前
は
、
通
常
の

点
前
と
は
異
な
り
独
特
の
所
作
が
多
く
、　
一
つ
一
つ
の

動
き
に
集
中
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
緒
を
扱

う
手
の
動
き
や
、
お
茶
を
点
て
る
時
に
は
緊
張
し
ま
し

た
。
宗
匠
が
、
「
も
う
少
し
お
湯
を
た
し
て
」
と
仰

っ

て
下
さ
り
、
そ
こ
で
自
分
を
取
り
戻
し
ゆ
っ
く
り
と
お

点
前
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
宗
匠
か
ら
、
六
代

覚
々
斎
が
妙
喜
庵
の
古
松
が
枯
れ
た
の
で
、
そ
の
松
ノ

木
で
老
松
の
割
り
蓋
の
茶
器
を

作
ら
せ
て
好
み
と
さ
れ
、
そ
の

茶
器
の
仕
服
を
覚
々
斎
自
ら
好

ん
で
長
緒
と
さ
れ
た
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
客

と
の

一
体
感
が
生
ま
れ
る
濃
茶

席
の
心
得
も
ご
教
示
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
の
講
習
会
で
多

く
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と

を
、
こ
れ
か
ら
の
お
稽
古
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子よ

子

子

か

玲

玲

井

道

井

櫻

横

細

枝

子

志

一九

登

洋子

美由紀

水

邊

島

杉

清

渡

小

小

主

客

客

一号

正

次

詰

緒長●

|1実技講習者

●花所望 亭主

正客

詰

●薄

爪FJ円会

千秋 由加里
福嶋 早苗
波多野 由美子

主

客

一予

正

詰

茶

支
部
総
会

・
一
般
講
習
会
　
呈
茶
席

（令
和
七
年
九
月
七
日
）

僚
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館
　
和
室

会

掛
　
物

掛

物

香
　
合

釜
風
炉

風
炉
先
屏
風

茶 水 棚

器 指

花 掛

入 物
化

茶
　
碗
替
茶
　
杓
建
水
蓋
置

菓
子
器
菓
子

薄
　
茶
真
盆
火
入
吏
入
煙
管

記
寄
付
当
今
斎
筆
　
色
紙
　
平
原
秋
樹
色

脇
床
山
水
扇
子
　
清
栄

本
席
而
妙
斎
筆

一
行
　
秋
山
風
月
清
　
同
箱
書
付

時
代
　
覚
々
斎
好
　
手
付
置
籠
　
尋
牛
斎
箱
書
付

沢
桔
梗
　
唐
松
草
　
薄
　
桔
梗
　
金
水
引

鈴
虫

マ
キ
エ
四
方
　
尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
雅
峰
作

而
妙
斎
好
吉
祥
耳
順
紹
組
シ
キ
テ
　
　
友
湖
作

刷
毛
目
釜

怪
斎
好
唐
銅
ツ
ボ
ツ
ボ
透
し
琉
球
風
炉

　

士詈
平
作

怪
斎
好
腰
風
炉
先
屏
風
　
即
中
斎
箱
書

吉
兵
衛
作

即
中
斎
好
　
好
日
棚
　
同
箱
書
付
　
　
　
柳
庵
作

朝
日
焼
　
ヘ
ラ
ロ
　
而
妙
斎
箱
書
付
　
　
豊
斎
作

月
に
秋
草

マ
キ
エ
　
中
次

尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
　
一
斉
作

大
樋
焼
　
飴
釉
　
怪
斎
箱
書
付
　
　
九
代
大
樋
作

唐
津
　
銘
　
月
影

即
中
斎
箱
書
付

怪
斎
自
作
　
追
銘
　
菊
慈
童
　
即
中
斎
箱
書
付

菊
モ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
明
作

武
蔵
野
絵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
山
作

染
付
唐
車
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
泉
作

こ
ば
れ
萩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
嶋
製

千
寿
の
昔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
屋
詰

玉
林
院
形
煙
草
盆

尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
　
誠
中
作

織
部
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
代
永
楽
造

椰
子
形
錆
塗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
左
作

如
心
斎
好
筋
　
　
尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
　
浄
益
作

敬
工
Ｌ
狛
露



(7)第  59 号 同 門 福 井 令和8年4月 1日

ー

令
和
七
年
九
月
六
日
（土
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館

茶

カ
ブ

キ

の
亭

主

を
担

当

さ

せ

て
頂

い
て

中

村

順

子

お
点
前
が
始
ま
る
と

「濃
い
お
茶
を
五
服
飲
む
の
は

辛

い
か
ら
、
飲
み
や
す
い
美
味
し
い
お
茶
を
点
て
ま

し
ょ
う
」
と
小
笹
宗
匠
か
ら
の
お
言
葉
で
し
た
。

亭
主
は
お
茶
の
味
、
香
り
を
損
ね
ぬ
よ
う
湯
加
減
、

お
湯
の
量
、
練
り
上
げ
る
回
数
も
変
え
る
こ
と
な
く
、

五
服
の
美
味
し
い
お
茶
を
点
て
、
客
は
そ
れ
を
味
わ

い
、
札
を
入
れ
た
折
据
を
次
の
客
を
慌
て
さ
せ
ぬ
よ
う

ゆ
っ
く
り
回
す
、
執
筆
は

一
座
の
流
れ
の
中
で
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
い
記
録
す
る
、
茶
カ
ブ
キ

式
法
を
通
し
て

「思
い
や
り
の
心
、
心
通

じ
る

一
体
感
」
を
ご
教
授
頂
き
ま
し
た
。

二
日
間

「
お
茶
の
心
」
を
学
び
改
め
て
お

茶
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
事
を
心
に
と

ど
め
謙
虚
な
気
持
ち
で
お
茶
の
心
と
向
き

合
い
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
機
会
を
お
与
え
く
だ
さ
い
ま

し
た
先
生
方
や
、
講
習
会

で
お
世
話

に

な

っ
た
同
門
会
役
員
の
方
々
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ぎ

い
ま
し
た
。

斉
格
若
講
習
会

■実技講習者

。初炭

亭主 高橋
正客 大谷
詰  奥野

貴恵

美子

ルミ子

●茶カブキ

亭主 中村 順子
正客 森下 栄子
次客 堀 幸代
三客 木村 登美枝
四客 伊藤 裕美子
詰  加藤 亜希代
執筆 後藤 とみ子

に  r| ン
たとノ

,メ

「ャナl)

It_

ね、／
′

資
格
者
講
習
会
　
呈
茶
席

（令
和
七
年
九
月
六
日
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館
　
和
室

会
　
記
寄
付

掛
　
物
　
　
尋
牛
斎
筆
色
紙
　
延
寿

脇
床

掛
　
物
　
　
而
妙
斎
筆
色
紙
　
日
々
是
好
日

本
席

掛
　
物
　
　
即
中
斎
筆

一
行
　
独
坐
大
雄
峰
　
同
箱
書
付

花
　
入
　
　
信
楽
旅
枕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
方
作

花
　
　
　
野
竹

釣
鐘
人
参

リ
ン
ド
ウ

姫
紫
音

猫
の
ひ
げ

香
　
合
　
　
怪
斎
好
春
慶
塗
桐
蒔
絵
丸

在
判
同
箱
書
付
　
　
　
利
斎
作

利
休
梅
壷
々
紹
巴
吊
紗
シ
キ
テ
　
　
　
友
湖
作

唐
銅
朝
鮮
風
炉
　
真
形
釜
添
　
而
妙
斎
箱
書
付
　
　
血
盆
ハ衛
作

替  替
茶 茶 水

碗 器 指

棚兼
中
斎
筆

松曳
招舟
漆の
縮
卓腰
金
地
風
炉
先
屏
風

同
箱
書
付

茶
　
杓
建
水
蓋
置

菓
子
器
替菓
子

薄
　
茶
真
盆
火
入
吏
入
煙
管

高
取
耳
付
　
　
　
而
妙
斎
箱
書
付
　
　
　
味
楽
作

蒔
絵
溜
塗
大
棗
　
猶
有
斎
在
判
同
箱
書
付

近
左
作

弘
入
作
　
赤
　
怪
斎
筆
花
月
ノ
文
字
　
同
箱
書
付

大
樋
飴
　
銘
　
清
和猶
有
斎
箱
書
付
　
長
左
衛
門
作

乾
山
写
菊
絵
　
銘
　
南
山
寿

而
妙
斎
箱
書
付
　
　
　
即
全
造

即
中
斎
作
　
銘
　
末
廣
　
共
筒
同
箱
書
付

伝
来
写
エ
フ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

真
葛
焼
　
浅
黄
交
趾
三
瓢
透
　
　
　
　
　
香
斎
作

交
趾
銘
々
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
全
造

美
濃
焼
中
皿
　
五
　
　
　
　
　
　
　
芳
右
衛
門
作

着
せ
綿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
の
製

猶
有
斎
好
　
一二
日
月
の
白
　
　
　
　
上
林
春
松
詰

怪
斎
好
　
松
ノ
木
招
漆
竹
手
付
　
　
　
　
誠
中
作

染
付
冠
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
全
造

タ
ト
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
兵
衛
作

而
妙
斎
好
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

一】
ふ
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第
二
十

一
ロ

茶
の
を
災
化
に
ふ
狼
る
市
民
講
座

令
和
七
年
十

一
月
二
十
日
（日
）
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
　
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
館
長
の
熊
倉
功
夫
氏
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
「生
涯
現
役
―
茶
人
と
料
理
人
」
と
題
し
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昔
か
ら
茶
人
は
長
生
き
で
、
九
十
歳
ま
で
活
躍
し
た

人
々
が
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
益
田
鈍
翁
と
湯
木
貞

一

の
茶
の
湯
と
生
涯
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。益
田
鈍
翁
と
い
う
人
は
代
々
佐
渡
の
地
役
人
の
息
子

で
し
た
。
十
六
歳
の
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ヘ
行
き
文
明
の

差
を
肌
で
感
じ
、
明
治
維
新
に
な
る
と
武
士
か
ら
商
人

に
か
わ

っ
て
横
浜
で
お
茶
の
輸
出
を
は
じ
め
ま
す
。

六
十
歳
の
時
に

『鈍
太
郎
』
と
い
う
銘
の
六
代
家
元

覚
々
斎

の
手
作
り
茶
碗
を
購
入
し
、
鈍
と
い
う
字
を

と

っ
て
号
を
鈍
翁
と
し
ま
し
た
。
全
一井
物
産

の
社
長

だ

っ
た
）
彼
に
は
自
由
に
な
る
お
金
が
あ
り
、
当
時
は

価
格
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
た
め
次
々
と
茶
道
具

を
買

っ
て
、
日
本
最
大
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

五
島
美
術
館
に
あ
る
国
宝
指
定
の
『源
氏
物
語
絵
巻
』
や
、

『佐
竹
本
二
十
六
歌
仙
絵
巻
』
か
ら
切
断
さ
れ
た

『斎

宮
女
御
』
な
ど
も
美
術
品
と
し
て
で
は
な
く
茶
道
具
と

し
て
使

い
こ
な
し
、

そ
れ
で
茶
会
を
開
い

て

い
ま

す
。
Ｍ
Ｉ
Ｈ

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
に

あ
る

『宮
嶋
』
と
い

う
釜
の
購
入
時
の
事

を
彼
は
自
叙
伝
に
書

い
て
い
ま
す
。
明
治

十
七
年
、
渋
沢
栄

一
が
日
本

の
社
会
を
近
代
化
す
る
た
め

金
沢
の
財
界
人
に
会

い
に
行

く
と
、
茶
道
具

の
話
ば
か
り

で

一
向
に
経
済

の
話
が
で
き

な
か

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
東
京
に
戻
る
と
渋
沢
は

料
理
屋

の
三
階
に
若
手

の
財

界
人
を
集
め
て
近
代
化

の
た

め
に
は

『茶

の
湯
』
を

つ
ぶ

さ
な
い
か
ん
と
演
説
し
ま
し

た
。
こ
の
若
手

の
中
に
三
十

代
の
益
田
が
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
下
の
階
に
は
道

具
屋
が
釜
を
売
り
に
来
て
い
て
益
田
を
下
に
呼
ん
で
釜

の
話
を
し
て
い
た
こ
と
が
実
に
お
か
し
か
っ
た
と
書
い

て
い
ま
す
。
上
（
公
の
場
）
で
は
い
か
に
西
欧
化
す
る
か
、

下

（日
常
の
生
活
）
で
は
日
本
の
伝
統
文
化
が
い
か
に

す
ば
ら
し
い
か
を
論
じ
て
い
る
。
生
活
文
化
の
な
か
で

外
は
洋
、
内
で
は
和
と
い
っ
た
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

た
こ
と
が
、
日
本
の
近
代
の
良
さ
で
あ
り
特
徴
で
も
あ

り
ま
す
。
最
近
は
洋
ば
か
り
で
和
を
語
る
場
が
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
益
田
が
茶

の
湯
の
な
か
で

一
番
主
張
し
た
こ
と
は
、
「茶
是
常
識
」

で
す
。
お
茶
は
常
識
で
あ
っ
て
非
常
識
に
な
っ
て
は
い

け
な
い
。
お
茶
は
日
常
生
活
に
あ
る
も
の
で
、
お
茶
の

席
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

彼
は
六
十
五
歳
の
時
、
広
大
な
土
地
を
購
入
し
て
農

園
を
つ
く
り
九
十
歳
で
な
く
な
る
ま
、で
そ
こ
で
過
ご
し

ま
す
。
日
本
の
将
来
に
必
ず
食
糧
危
機
が
来
る
の
で
い

か
に
食
料
を
確
保
す
る
か
を
考
え
、
自
分
の
健
康
に
気

を
付
け
、
ビ
タ
ミ
ン
を
食
べ
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
、

そ
れ
ら
を
懐
石
料
理
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
食
事
に
対

す
る
考
え
方
、
生
活
に
対
す
る
考
え
方
、
理
想
と
す
る

農
に
帰
る
こ
と
を
実
践
す
る
場
が
彼
に
と
っ
て
は
お
茶

で
し
た
。

湯
木
貞

一
と
い
う
人
は
神
戸
の
料
理
屋
の
息
子
で
し

た
。
父
親
と
は
不
仲
で
、
大
阪
で

「吉
兆
」
と
い
う
自

分
の
料
理
屋
を
開
き
ま
し
た
。
小
さ
な
店
で
す
が
鯛
茶

で
有
名
に
な
り
、
財
界
人
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
彼
は
茶
道
全
集
の
懐
石
編
の
献
立
十
二
か

月
を
三
十
代
で
書
く
ほ
ど
の
才
能
が
有
り
ま
し
た
。
松

平
不
味
公
の
茶
会
記
の
懐
石
料
理
の
献
立
を
み
て
日
本

料
理
に
開
眼
し
、
料
理
は
風
流
で
、
風
流
は
茶
の
心
だ

と

『茶
の
湯
』
か
ら
悟

っ
た
と
い
い
ま
す
。
彼
が
あ
る

茶
事
に
行

っ
た
と
き
の
こ
と
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語

っ

て
い
ま
す
。
帰
り
際
に
離
れ
の
手
洗
い
に
入

っ
て
い
る

間
に
あ
ら
れ
雪
が
ぶ

っ
て
き
て
、
出
て
き
た
ら
目
の
前

の
四
ツ
ロ
垣
に
旅
傘
が
か
か

っ
て
い
ま
し
た
。
玄
関
ま

で

一
間
も
な
い
の
で
す
が
、
降
り
は
じ
め
た
と
た
ん
に

旅
傘
を
用
意
し
た
の
が
亭
主
の
風
流
で
し
た
。
客
側
は

そ
れ
に
気
が
付
い
て
よ
ろ
こ
び
、
そ
し
て
気
が
付
い
て

く
れ
た
客
の
心
が
亭
主
に
は
ま
た
喜
び
で
し
た
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
が
風
流
で
茶
の
心
な
ん
だ
と
そ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
い
っ
て
い
ま
す
。
風
流
と
は
亭
主
が
趣

向
を
凝
ら
し
て
も
て
な
す
こ
と
で
あ
り
、
客
側
も
亭
主

の
趣
向
を
理
解
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
、
そ
う
い
う
や

り
取
り
が
茶
の
湯
の
風
流
な
ん
で
す
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
来
ら

れ
た
時
に
初
め
て
日
本
料
理

で
お
迎
え
し
た
の
も
、
松
花

堂
弁
当
を
発
案
し
た
の
も
彼

で
す
。
彼
は
九
十
五
歳
で
亡

く
な
る
ま
で
現
場
に
立

っ
て

日
本
料
理
の
近
代
化
を
支
え

ま
し
た
。

生
涯
現
役
で
最
後
の
最
後

ま
で
活
躍
で
き
る
。
百
歳
時

代

と

い
わ

れ

て

い
る
今
、

我
々
が
念
願
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
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本
の
湯
史
化
に
ふ
狼
る

市
民
講
座

茶
会

令
和
七
年
十

一
月
二
十
日
（日
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館

茶
の
湯
文
化
に
ぶ
れ
る
市
民
講
座
に
あ
わ
せ
て
、
地

階
ホ
ワ
イ
エ
で
は
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
ホ
ワ
イ
エ
で
青
年
部
、
三
階
和
室
に
て

支
部
役
員
に
よ
る
茶
席
が
設
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
は
合
同
で
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
講
演
会
の
前
後
に
は
立
礼
席
が
設
け
ら
れ
、

明
る
く
開
放
的
な
ホ
ワ
イ
エ
の
中
で
ゆ

っ
た
り
と
お
茶

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
講
演
会
が
始
ま
る
ま
で

の
間
、
「夜
話
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

し
た
。　
一
般
の
方
々
を
合
め
約
二
百
名
の
参
加
者
が
、

お
茶
席
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、
講
演
会
と
茶
の
湯
文
化
に
ぶ

れ
る
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

円

＝

理

■

冊

,

一
　

　

一　
´

市
民
講
座

茶
会
　
支
部

。
青
年
部
合
同
席

（令
和
七
年
十

一
月
二
十
日
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館
地
下
ホ
ワ
イ
エ

記
尋
牛
斎
筆
　
短
冊
　
　
深
雲
古
寺
鐘

越
前
焼
　
千
筋
掛
花
入
　
　
　
　
　
　
　
郁
雄
作

黒
ろ
う
ば
い
　
西
王
母

車
軸
釜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士詈
平
作

而
妙
斎
好
布
目
立
礼
卓
　
　
　
　
　
漆
専
堂
製

染
付
山
水
　
十子
頭

尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
　
徳
泉
作

高
台
寺
蒔
絵
大
棗

即
中
斎
在
判
同
箱
書
付

近
左
作

八
事
窯
　
黒
楽
　
銘
　
暁
雲

而
妙
斎
箱
書
付
　
　
　
道
年
作

橙
　
　
　
　
　
　
而
妙
斎
箱
書
付
　
　
　

水ヽ
楽
造

即
中
斎
自
作
　
銘
　
初
霜

唐
銅
エ
フ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

志
野
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
炎
作

冬
ご
ろ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
寿
屋
製

猶
有
斎
好
　
一二
日
月
の
白
　
　
　
　
上
林
春
松
詰

春
慶
塗
　
ひ
さ
ご
透
し

紅
毛
花
紋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祥
堂
作

独
楽
　
嬰
鶏
彫
　
加
賀
塗
　
　
　
　
　
　
泉
斎
作

吸
江
斎
好
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
斎
作

茶 茶 水  釜

碗 器 指

花 掛

入 物 会
花替

茶
　
杓
建
水
蓋
置
菓
子

薄
　
茶
吏
盆
火
入
真
入
煙
管
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学
校
茶
竜
茶
会

令
和
七
年
七
月
十
九
日
（土
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館

本
席
を
担
当
し
て

奥
越
明
成
一局
等
学
校

多

田

恵

美

夏

私
は
、
今
年
初
め
て
本
席
で
お
点
前
を
披
露
し
ま
し

た
。
本
番
で
は
、
綺
麗
な
絵
が
描
か
れ
た
茶
碗
や
棗
な

ど
の
お
道
具
が
と
て
も
す
ば
ら
し
く
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
お
道
具
を
使

っ
て
お
点
前
を
す
る
と

思
う
と
、
緊
張
か
ら
手
が
震
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

お
客
様
の
や
さ
し
い
声
か
け
や
仲
間
の
支
え
の
お
か
げ

で
最
後
ま
で
丁
寧
に
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
組
か
な
動
き
や
手
順
を
覚
え
、

た
く
さ
ん
練
習
し
て
き
た
こ
と
が
自
信
に
も
な
り
ま
し

た
。
部
員
が
少
な
く
、
不
安
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、　
一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
お
客

様
を
お
も
て
な
し
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

本
席
で
お
点
前
を
披
露
す
る
に
あ
た
り
私
が
気
を
つ

け
た
こ
と
は
、　
一
つ
一
つ
の
所
作
に
集
中
し
、
心
を
込

め
て
動
作
を
行
う
こ
と
で
す
。
普
段
の
お
稽
古
で
は
、

動
作
が
早
い
と
注
意
を
受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
が
、
本
番
で
は
所
作
を
ゆ

っ
く
り
と
丁
寧
に
行
う
こ

と
で
、
お
客
様
に
心
地
よ
く
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
気
を
配
り
ま
し
た
。
水
を
入
れ
る
と
き
の
柄
杓

２
局
さ
や
抹
茶
を
入
れ
る
と
き
の
棗
の
向
き
な
ど
を
意

識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
美
し
い
お
点
前
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

茶
道
を
通
し
、
日
本
の
文
化
は
人
と
人
の
心
を
繋
ぐ

大
切
な
文
化
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
高
校
三
年
間
茶
道
部
で
作
法
を
学
び
、

日
本
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
と
て
も
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

立
礼
席
を
担
当
し
て

三
国
高
等
学
校
　
上
寸
「沢
　
結
岬
立
（

今
回
の
学
校
茶
道
茶
会
で
、
改
め
て
茶
道
の
奥
深
さ

と
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
美
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

本
番
に
向
け
て
は
、
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
何
度
も
お

点
前
や
動
き
の
流
れ
な
ど
を
練
習
し
ま
し
た
。
最
初
は

緊
張
し
て
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
動
け
す
、
立
ち
居
振

舞
い
も
ぎ
こ
ち
な
く
、
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
が
、
仲
間
と

一
緒
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
練
習
を
重

ね
る
中
で
、
少
し
す
つ
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
本
番
で
は
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
、
緊
張
し
な
が
ら

も
心
を
込
め
て
お
も
て
な
し
を
す
る
事
で
、
自
分
自
身

も
成
長
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
茶
道
で
は
表
面
的

な
動
き
だ
け
で
な

く
、
心
の
持
ち
よ

う
や
相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
何

よ
り
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
改

め
て
学
び
ま
し
た
。

今
後
も
日
常
生

活
に
お
い
て
、
丁

寧
な
所
作
や
感
謝

の
心
を
忘
れ
ず
に

過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

聰

学校茶道の歩みを紹介

学
校
茶
道
茶
会

本
席

（令
和
七
年
七
月
十
九
日
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館
　
和
室

脇
床
営
今
斎
筆
色
紙
　
画
太
陽
　
賛
本
来
在
東
西

本
席
而
妙
斎
筆
　
日
々
聴
松
風
　
同
箱
書
付

宗
全
籠

桔
梗
　
木
種
　
小
判
草
　
金
水
引
　
唐
松
草

団
扇
　
　
　
　
　
　
尋
牛
斎
箱
書
付

鳳
凰
染
め
吊
紗
敷
き
て
　
　
　
　
　
　
友
湖
作

唐
金
朝
鮮
風
炉
　
真
形
釜
添
え
　
　
　
畠
春
斎
作

荒
目
板
敷
き
て

如
心
斎
好
ツ
ボ
ツ
ボ
透
腰
桐

松
招
丸
卓

高
取
焼
笹
耳
付
き
瓢
　
　
　
　
　
　
　
原
史
朗
作

虫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
兆
作

青
楓
に
カ
ワ
セ
ミ
　

尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
丹
山
作

安
南
写
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
全
造

松
雲
蒔
絵
竹
　
祥
風

尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
正
伝
作

一唐
金
エ
フ
ゴ

圭早
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞
山
作

越
前
五
福
皿
　
　
　
尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
郁
夫
作

ひ
ま
わ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
の
製

雲
龍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
屋
詰

而
妙
斎
好
竹
手
付
沼
曲
朱

白
貫
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
楽
作

タ
ト
ウ

如
心
斎
好
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
雲
作

会
　
記

香
　
合

風
炉
釜

風
炉
先
屏
風

替
茶

杓
建
水
蓋
置

菓
子
器
菓
子

薄
　
茶
吏
盆
火
入
真
入
煙
管

茶 茶 水 棚

碗 器 指

花 掛  掛

入 物  物
花即

蝿
ゞ
虻
ｇ
び
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ー

令
和
七
年
十
月
八
日
（水
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館

令
和
七
年
度
教
授
者
講
習
会
は
十
月
八
日
（水
）
、
表

千
家
不
審
奄
か
ら
郡
知
久
宗
匠
を
お
迎
え
し
て
福
井
県

国
際
交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
は
本
県

か
ら
十
九
名
、
他
県
か
ら
二
名
、
再
受
講
が
四
名
で
し
た
。

午
前
は
教
本

「風
炉
」
に
沿
っ
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

風
炉
の
種
類
、
用
い
方
や
特
徴
、
風
炉
に
相
応
し
い
釜

を
選
ぶ
こ
と
の
意
味
、
そ
の
要
点
を
実
例
を
も
っ
て
画

像
で
お
示
し
く
だ
さ
っ
て
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
午

後
は

「炭
点
前
」
「続
薄
茶
」
の
実
技
講
習
で
し
た
。

炭
を
直
す
時
、
火
の
起
き
具
合
が
良
く
な
る
た
め
の
置

き
方
が
大
事
で
、
型
通
り
の
配
置
に
と
ら
わ
れ
ず
目
の

前
の
炭
と
向
き
合
い
考
え
て
行
う
よ
う
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
亭
主
か
ら
振
舞
わ
れ
た
濃
茶
を

い
た
だ
い
た
あ
と
の
総
礼
は
、
濃
茶
を
呈
す
る
に
至
る

ま
で
の
亭

主
の
準
備
や
気
遣
い
、
お
も
て
な
し
全
て
に

思
い
め
ぐ
ら
せ
て
感
謝
を
こ
め
て
行
う
こ
と
で
そ
の
お

席
が
亭
主
と
客
が
お
互
い
を
思
い
や
る
場
と
な
り
、
そ

の
お
続
き
で
薄
茶
を
す
す
め
ら
れ
頂
戴
す
る
も
の
で
あ

る
と
、
形
や

作
法
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が

そ
の
背
後
に

あ
る
心
く
ば

り
や
思
慮
が

大
事
で
あ
る

こ
と
を
、
お

説
き
い
た
だ

き
ま
し
た
。

教
授
若
講
習
会

■実技受講者

●炭点前 亭主
正客

詰

。続薄茶

大谷 美子
勝木 美津子
伊藤 裕美子

和多田 訓子
佐々木 恵美子
横道 玲子
.渡邊 喜代美

主

客

客

亭

正

次

詰

山
岸
和
子
先
生
を
偲
ん
で

山
岸
先
生
は
、
福
井
同
門
会

参
与

。
福
井
吉
祥
会
参
与
と
し

て
そ
の
責
務
を
立
派
に
果
た
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
五

月
七
日
に
九
十
八
歳
の
生
涯
を

閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
に
は
県
文
協
地

域
文
化
功
労
賞
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
栄
誉
を
称
え
て

盛
大
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
岸
先
生
と
の
ご
縁
は
今
か
ら
六
十
数
年
前
、
私

が
恩
師

・
故
岩
本
宗
鶴
先
生
の
お
教
室
で
ご
指
導
を

受
け
て
い
た
頃
で
し
た
。
こ
こ
で
大
先
輩

の
山
岸
先

生
と
の
尊
き
出
会
い
を
賜
り
ま
し
た
。
や
が
て
宗
鶴

先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
、
私
は
山
岸
先
生
に
ご
指
導
を

仰
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
の
で
す
。

先
生
に
は
四
十
二
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、

茶
道
の
佗
び
寂
び
は
無
論
の
こ
と
、
時
に
は
厳
し
く

ま
た
優
し
く
茶
の
道
の
極
意
を
教
わ
り
、
私
も
い
つ

し
か
こ
の
道
が
天
職
と
な

っ
て
今
日
に
至

っ
て
い
る

こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

先
生
と
の
思
い
出
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
と
り

分
け
厳
島
神
社
の
献
茶
式
で
す
。
雅
楽
の
音
色
と
満

潮
時
の
さ
ぎ
波
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
中
献
茶
が
行

わ
れ
、
と
て
も
感
動
さ
れ
て
い
た
姿
が
印
象
に
残
り

ま
す
。
高
齢
に
な
ら
れ
て
も
生
涯
現
役
で
、
し
か
も

パ
ワ
フ
ル
に
ご
活
躍
さ
れ
、
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
先

生
を
心
か
ら
ご
尊
敬
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

中
利

幸
恵

訃

報
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剰
体
忌
茶
会

第
四
十
二
回
利
休
忌
茶
会
が
二
月
二
十
二
日

（日
）

に
、
福
井
県
国
際
交
流
会
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。福
井
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
長
中
村
忠
嗣
様
を
は
じ
め

福
井
市
文
化
振
興
課
長
上
田
安
乃
様
ほ
か
新
聞

・
テ
レ

ビ
の
報
道
各
社
か
ら
来
賓
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

会
員
代
表
の
石
田
正
美
氏
と
奥
村
栄

一
氏
に
よ
り
供
茶

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
部
正
紘
支
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
中
村
忠
嗣
様
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
茶
カ
フ
キ
が
午
前
と
午
後
の
席
に
分
け
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
午
前

・
午
後
合
わ
せ
て
参
加
者
百

七
十
二
名
中
二
十
四
名
の
方
が
皆
中
さ
れ
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。
茶
の
湯
を
愛
好
す
る

皆
様
が
四
名

一
組
で
濃
茶
を
共
に
し
て
茶
名
の
正
否
に

興
じ
る
お
姿
は
、
真
剣
で
あ
り
な
が
ら
和
や
か
で
、
利

休
居
士
の
ご
遺
徳
を
偲
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
和
室
に
は
薄
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は

こ
の
日
の
季
節
は
ず
れ
の
暖
か
さ
に
少
し
早
い
春
を
感

じ
な
が
ら
和
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

会

掛

物

掛

物入

花
合

炉
縁

風
炉
先
屏
風

替
茶
　
杓
建
水
蓋
置

菓
子
器

菓
子

薄

茶
真
盆
火
入
吏
入
煙
管

釜  香  花 掛茶 茶 水 棚

碗 器 指
利
体
忌
茶
会
　
薄
茶
席

物

記

（令
和
八
年
二
月
二
十
二
日
）

於
　
福
井
県
国
際
交
流
会
館
　
和
室

寄
付
尋
牛
斎
筆
短
冊
　
春
風
秀
芳
草
　
共
箱

脇
床
当
今
斎
筆
短
冊
　
桃
花
笑
春
風

本
席
而
妙
斎
筆

一
行
　
福
海
寿
山
　
共
箱

黄
瀬
戸
　
エユ
鼓
　
即
中
斎
箱
書
付

花
ウ
コ
ン
　
佗
助

高
取
　
捻
梅
　
即
中
斎
箱
書
付

　

十
四
代
味
楽
作

吉
祥
耳
順
紹
巴
シ
キ
テ
　
　
　
　
　
　
友
湖
作

瑞
氣
釜
　
　
　
尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
　
　
と暑
平
作

真
塗
蒔
絵
　
独
楽
つ
な
ぎ
　
　
　
　
　
　
善
山
作

怪
斎
好
腰
風
炉
先
屏
風

即
中
斎
在
判
同
箱
書
付

吉
兵
衛
作

一扇
面
棚
　
　
　
尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
　
　
表
完
作

瀬
戸

一
重
回
　
即
中
斎
箱
書
付

昔
写
竹
茶
器
　
即
中
斎
在
判
同
箱
書
付

　

正
玄
作

萩
刷
毛
目
　
銘
　
佳
日

而
妙
斎
箱
書
付

　

十
二
代
新
兵
衛

染
付
干
支
吉
祥
文
　
尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
徳
泉
作

尋
牛
斎
自
作
　
銘
　
祥
雲

唐
銅
エ
フ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

真
葛
焼
　
玉
自
画
　
尋
牛
斎
箱
書
付

唐
松
蒔
絵
溜
ロ
ク
ロ
ロ
食
籠

即
中
斎
在
判
同
箱
書
付

　

近
左
作

草
萌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
の
製

猶
有
斎
好
　
一二
日
月
の
白
　
　
　
　
上
林
春
松
詰

如
心
斎
好
鯨
手
　
尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
　
表
朔
作

膳
所
焼
安
南
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陽
炎
園

切
箔
タ
ト
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
左
衛
門
作

如
心
斎
好
筋
　
尋
牛
斎
箱
書
付
　
　
　
　
浄
益
作

上
泌
国

稲
毒
身
ム

よ
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仝
回
大
会
馬
井
大
会
に
つ
い
て

令
和
八
年
十
月
二
十
日
（金
）
、
二
十

一
日
（土
）
に
、

福
井
県
で
表
千
家
同
門
会
第
八
十
七
回
全
国
大
会

・

福
井
大
会

（仮
称
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

献

茶

式

永
平
寺
で
は
令
和
十
二
年
度
に
第
二
祖
懐
笑
禅
師
の

七
百
五
十
回
大
遠
忌
が
営
ま
れ
ま
す
。
そ
の
遠
忌
に
合

わ
せ
、
表
千
家
同
門
会
全
国
大
会

・
福
井
大
会
に
お
い

て
、
十
月
二
十

一
日
（土
）
の
午
前
中
に
お
家
元
猶
有
斎

宗
匠
が
お
献
茶
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

家
元
席
）

支
部
席
）

薄

茶

席
佐
佳
枝
廼
社

（支
部
席
）

恐
竜
博
物
館

（支
部
席
）

詳
細
は

「
同
門
」
五
月
号
に
て
案
内
さ
れ
ま
す
。
福

井
県
支
部
が

一
丸
と
な
り
、
全
国
か
ら
の
お
客
様
を
お

迎
え
で
き
ま
す
よ
う
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
関
連
し
て
、
九
月
に
開
催
さ
れ
る

「茶
の
湯

文
化
に
ぶ
れ
る
市
民
講
座
」
で
は
、
永
平
寺
副
監
院
の

西
田
正
法
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

濃

茶

席
永 養

平 浩

寺 館

一キ

新
た
な
奇
格
制
度
と
器
習
会
体
糸

に

つ
い
て

現
在
の
資
格
制
度
と
講
習
会
体
系
を
踏
ま
え
て
改
め

て
不
審
奄
の
教
え
や
歴
史
を
重
ん
じ
、
同
門
会
の
原
点

（楽
し
み
と
普
及
）
に
立
ち
返
り
、
制
度
体
系
の
再
編

を
行
い
ま
す
。

◇
同
門
会
員
の
新
し
い
制
度
体
系

（四
段
階
構
成
）

ω

同
門
会
員

（
一
般
会
員
）

＊
不
審
奄
入
門
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。

学
生
会
員
、
青
年
部
会
員
制
度
も
刷
新
し
ま
す
。

「
一
般
講
習
会
」
に
代
わ
り
、
「同
門
会
員
の
た
め

の
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

②

表
千
家
准
教
授

＊
唐
物
以
上
を
取
得
し

「表
千
家
准
教
授
の
た
め
の

講
習
会
」
を
受
講
す
る
意
思
の
あ
る
方
で
す
。

（五
課
目
受
講
）

従
来
の
教
授
者
講
習
会
の
対
象
者
を
広
げ
ま
す
。

③

表
千
家
教
授

＊
盆
点
の
相
伝
を
受
け
て
二
年
以
上
経
過
し
た
方
。

＊
表
千
家
准
教
授
の
た
め
の
講
習
会
を
修
了
し
た
方
。

「資
格
者
講
習
会
」
が
廃
止
さ
れ
、
「表
千
家
教
授

の
た
め
の
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

④

表
千
家
教
授
会
会
員

＊
表
千
家
教
授
の
方
で
取
次
実
績
等

一
定
の
条
件
を

満
た
す
方
で
す
。

「表
千
家
教
授
会
の
集
い
」
（家
元
で
の
親
睦
の
集

い
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
資
格
制
度
　
令
和
八
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
ま
す
。

◇
講
習
会
体
系
　
令
和
九
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
ま
す
。

●
同
門
」
令
和
七
年
十
月
号
参
照
）

史
部
役
買
友
軽

表
千
家
同
門
会
福
井
県
支
部
の
役
員
改
選

（
三
年

毎
）
が
あ
り
、
左
記
の
方
々
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
令
和
十
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
す
。
支

部
発
展
の
た
め
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
参
与

一
名
、
幹
事

一
名
、

幹
事
補
佐
二
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
ご
苦
労

様
で
し
た
。

（敬
称
略
）

◇
支
部
長

　

広
部

正
紘

◇
副
支
部
長

池
内

昭
彦
、
宮
川
貴
文

◇
参
与
　
　
坂
井

益
子
、
山
崎

俊
子
、
内
藤

祐
輔

奥
村

栄

一
、
伊
藤

和
子
、
波
多
野
由
紀
子

内
山

民
子
、
池
田
恵
美
子

新
任

飛
弾

朋
子
、
島
田
幸
子

◇
幹
事
　
　
出
蔵

直
美
（事
務
長

・
新
任
）

鈴
木

真
須
美
魚
本
計
）
、
木
村

浩
士
ベ
ム
計
）

稲
田
悦
子
、
飯
田
美
智
子
、
笈
田
昌
美

橿
尾

順
子
、
北
川
波
津
美
、
後
藤

と
み
子

菅
安

美
枝
子
、
高
橋

本
子
、
田
鳥

直
樹

西

弥
生
、
西
田
か
よ
子
、
西
野

千
恵
美

新
任

加
藤

亜
希
代
、
小
泉

博
美
、
坪
田
往
子

◇
幹
事
補
佐

大
澤

宏
輝
、
奥
野

ル
ミ
子
、
佐
々
木

弘
次

高
橋

貴
恵
、
竹
内

一
浩
、
辻
倫
代

土
居

和
美
、
三
上

み
ど
り
、
山
崎

純
代

吉
田
篤
司
、
吉
田

か
お
る

新
任

五
十
嵐

久
絵
、
伊
藤

美
樹
、
川
畑
香

木
村

冨
美
枝
、
中
谷

幸
子
、
長
谷
川
世
津
美

畑
中

容
子
、
安
原
律
子

◇
退
任
さ
れ
た
参
与

見
谷

紀
久
子

◇
退
任
さ
れ
た
幹
事

島
田
幸
子

（事
務
長
）

◇
退
任
さ
れ
た
幹
事
補
佐

廣
瀬

の
り
え
、
山
本

恭
嗣
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◆令和8年度 行 事 予 定 ◆

◎資格者講習会および教授者講習会の通知は、不審奄より対象者に直接送付されます。

◎それぞれの講習会は 1日 での開催を予定しています。
◎各茶会の茶券は各グループを通じて前売 りします。個別に必要な方は、1ケ 月前までに支部事務所に連絡してください。

(注 )ご来場の際はなるべく公共交通機関をご利用 ください。福井県国際交流会館は東側駐車場 (無料)が ご利用可能です。

◇
表
千
家
同
門
会
入
会
申
込
の
手
続
き
に
つ
い
て

一
、
入
会
申
込
書
を
本
部
に
送
付
し
ま
す
。

（申
込
書
は
左
記
の
支
部
ま
た
は
本
部
に
請
求
の
こ
と
）

二
、
本
部
よ
り
の
専
用
払
込
用
紙
が
送
付
さ
れ
、
払
い
込
み
ま
す

三
、
本
部
よ
り
会
員
証
お
よ
び
関
係
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

＾
・甚
寿
表
彰
申
請
に
つ
い
て

令
和
九
年
度
甚
寿
表
彰
は
、
左
記
の
条
件
を
満
た
さ
れ
る
会
員
が
、
同
門
会
本
部

に
各
自
で
直
接
申
請
書
を
請
求
し
、
必
要
事
項
を
記
載
し
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
数
え
年
七
十
七
歳
以
上
の
方

（昭
和
二
十
六
年
生
ま
れ
及
び
そ
れ
以
前
の
方
）

二
、
同
門
会
に
二
十
年
以
上
継
続
し
て
在
籍
の
方

（平
成
十
九
年
以
前
に
入
会
の
方
）

三
、
締
切
り

中
令
和
八
年
十
二
月
末
日

※
詳
細
は

「同
門
」
誌
七
月
号
（予
定
）
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
秋
頃
に

送
り
ま
す
。

◇

同
門
会
青
年
部
会
員
入
会
に
つ
い
て

年
齢
が
満
十
八
歳
か
ら
四
十
歳
ま
で
の
表
千
家
不
審
奄
入
門
者
で
、
青
年
部

へ
の

入
部
の
意
思
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
詳
細
は

「同
門
」

令
和
八
年

一
月
号
を
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
訃
報
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

山
岸

和
子
様

（福
井
市
）

小
俣
靖
江
様

（東
京

日
野
市
）

◇
編
集
後
記

＊
令
和
七
年
度
は
常
の
行
事
に
加
え
献
茶
式
や
役
員
改
選
、
新
た
な
資
格
制
度
と
講

習
会
体
系
の
再
編
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
等
、
気
の
抜
け
な
い
編
集
作
業
が
続
き
ま

し
た
。
今
年
度
も
全
国
大
会

・
福
井
大
会

（仮
称
）
は
じ
め
福
井
県
支
部
の
行
事
に

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
ワ
ー
ル
ド

・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
日
本
代
表
の

「
お
茶
点

て
ポ
ー
ズ
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
茶
道
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

・
な
ん
だ
か
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。
（出
戒
、
稲
田
、
橿
尾
、
後
藤
、
島
田
、
田
鳥
、
西
）

月  日 行 事 会 場 。講 師 備 考

6月 13日 (土 ) 資格者講習会
福井県国際交流会館

講師 :菅田浩行 宗匠
吉倉 裕陽先生

「初炭J「台飾」「廻花」

当日配付する資料の説明

6月 14日 (日 )
支部総会
一般講習会

福井県国際交流会館

講師 :菅田浩行 宗匠

吉倉 裕陽先生

「即中斎の話」
「且座」「薄茶」

7月 19日 (日 ) 第21回学校茶道茶会 福井県国際交流会館 和室本席 立礼席 体験席

9月  6日 (日 )
第22回

茶の湯文化にふれる

市民講座、茶会

福井県国際交流会館

講自市:西田正法 氏
(永平寺 副監院)

講演会 :入場料 800円
立礼席 :役員 。青年部合同

10月 30日 (金 )
31E](土 )

表千家同関会全国大会

福井大会

永平寺 養浩館 佐佳枝廼社
恐竜博物館

「同門J5月 号で案内予定です。

12月 3日 (木 ) 教授者講習会
福井県国際交流会館

講師 :伊藤 善夫 宗匠
吉水 輝忠 先生

教本 :「炉」

実技 :「炭所望、濃茶、薄茶」

12月 13日 (日 ) 跡見の茶会 福井県国際交流会館 濃茶席 薄茶席

令和 9年
2月 28日 (日 )

第43回 利体忌茶会 福井県国際交流会館 供茶 茶カブキ席 薄茶席

お
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せ
先

●
表
千
家
同
門
会
本
部

〒
六
〇
二
―
〇
〇
七
二

京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
堀
川
東
入

百
々
町
五
三
六
審
地
　
表
千
家
同
門
会

電
　
話

¨
〇
七
五
十
四
三
二
十
二

一
九
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

¨
〇
七
五
十
四
三

一
十
三

一
五
八

ｏ
表
千
家
同
門
会
福
井
県
支
部

〒
九
一
〇
―
〇
〇
一
七

福
井
市
文
京
四
丁
目
二
十
１
十
三

出
蔵
直
美
方

電
　
話

¨
〇
七
〇
十
二
九
〇
二
十
二
三
二
七

口
日

”
■

守

″
０
ド

盛
ｏ
３

０
〕
″
離
⑥

ｏ
日

息

３

０
い
府
ｏ
・寸


